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・外的要素（図 14、図 15）

単調な開口部とならないように心掛け、シーク

エンスを演出する作りとする。

・オープンスペース（図 16、図 17）

ヒューマンスケールを逸脱しない広さとし、地

下空間との連続性を考慮する。

・動線（図 18、図 19）

階段や EV によって直線的に繋ぐのではなく、

スロープによって緩やかに上下を繋ぎ合わせる

ようにする。

06_ プランニング

〇対象敷地

対象敷地は八木山市民センター隣、また、八木

山動物公園ビジターセンター前の一角を対象敷

地とする。動物公園駅は海抜約 130m の高さに

駅があるため、日本一高い所に存在する地下鉄

となる。本敷地は地下鉄東西線の縁辺であるこ

とから、交通の拠点となることが予想され、ま

た、隣地の八木山市民センターとの関係によっ

て、文化的拠点になることも予想される。（図

20、図 21）

〇プログラム

現状のプログラム割合を元に新たなプログラム

を再検討する。（図 22）

地上と地下の関係性を均等に保つため、地上と

地下の面積を同等の割合に計画し直し、地下の

ポテンシャルを上げる。また、文化的拠点とな

るプログラムを挿入することで、関係性を豊か

にするようなプログラム割合を新たに計画す

る。（図 23）

〇ゾーニング

プログラムを分散化させ、余白空間を確保した

上で、垂直的余白空間を挿入する。（図 24）

また、垂直的余白空間をそれぞれの空間に合わ

せて敷地全体に散りばめ、地上と地下の関係性

が生まれる場を演出する。（図 25）
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図 14_ スタディ模型

図 16_ スタディ模型

図 18_ スタディ模型

図 15_ スタディ模型

図 17_ スタディ模型

図 19_ スタディ模型

図 21_ 敷地写真

図 20_ 対象敷地

図 22_ プログラム割合 図 23_ 新プログラム割合

図 24_ 断面ゾーニング（プログラム）

図 25_ 平面ゾーニング（垂直的余白空間）
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07_ 設計

〇垂直的余白空間

新たなプログラム、ゾーニングに合わせて、垂

直的余白空間の新たな平面スケールを定める。

（図 26）また、それぞれの要素のプランをまと

める。（図 27 ～図 32）

・外部要素

・オープンスペース

・動線

〇平面構成

地上面や周辺施設と地下機能を繋ぎ合わせるよ

うに地下ネットワークを張り廻りさせる。動線

が含まれている垂直的余白空間や EV などを通

じ、地上へとアクセスすることで、地下に人の

流れが生まれる。また、地下ネットワークに回

遊性を持たせつつ、垂直的余白空間に寄り添う

計画とするとこで、シークエンスを生み出すよ

うにする。（図 33）

〇断面構成

地下約 10m に計画されているプラットホームを

既存とし、地下約 5m に地下鉄機能と地下ネッ

トワークを計画する。（図 34）

また、地上と、地下ネットワーク、地下鉄機能、

プラットホームを繋ぎ合わせるように垂直的余

白空間を挿入する。（図 35）

08_ 総括

本設計では地上と地下の関係性について事例を

分析し、モデル空間の検討を通して、交通空間

と地域施設を含む、地上・地下空間のプロトタ

イプを提案した。マイナスイメージが強い地下

の場に、地上的要素の介入を行い、地下のポテ

ンシャルを高めることができた。

地下空間において地下建築物は常に内側から覗

かれ、その外形を見ることはできない。ファサー

ドが存在しないことが地下空間の特徴でもある

が、反して、地上との関係性が希薄になる原因

であるため、ファサードを生み出す操作を行い、

垂直的余白空間を地下に挿入し、地下にファ

サードを生成することとした。

今回は垂直的余白空間に特化し、設計を行った

が、地下空間に対しての余白空間の必要性を示

せた。余白空間の存在が、地上と地下の関係性

を考察する上で、重要なファクターとなるので

はないだろうか。
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図 26_ 垂直的余白空間 _ 平面スケール

図 27_ 垂直的余白空間 _ 部分断面 図 28_ 垂直的余白空間 _ 模型写真

図 30_ 垂直的余白空間 _ 模型写真

図 32_ 垂直的余白空間 _ 模型写真

図 29_ 垂直的余白空間 _ 部分断面

図 31_ 垂直的余白空間 _ 部分断面

図 33_ 平面構成

図 34_ 断面構成

図 35_ 断面構成


